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コンサルタント：埼玉りそな産業経済振興財団 真鍋・棚沢・青木 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

(1) 会議の公開について 

(2) 第２次坂戸市農業振興ビジョン（素案）について 

(3) 坂戸市田園環境整備マスタープラン（案）について 

４ その他 

５ 閉会 

配 布 資 料 

・協議会次第 

・資料  第２回「坂戸市農業振興推進協議会」資料 

・資料  第２次坂戸市農業振興ビジョン（素案） 

・資料  坂戸市田園環境整備マスタープラン（案） 

・資料  席次表 

・資料  坂戸市農業振興推進協議会 委員名簿 

・資料  基本理念（案） 

・資料  坂戸市農業振興推進協議会の開催について（通知） 

     ※次回以降の推進協議会開催の通知 
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１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事 

（１）会議の公開について 

○会議の公開について、事務局から説明。 

○本審議会は、坂戸市市民参加条例第 12 条第 5 項の規定により

公開が原則とされている。傍聴者への資料の配布は、次第のみ

の配布とし、他の資料は返却していただくこととなる。なお、

前回の第 1 回推進協議会は、新型コロナウイルスの第 7 波拡大

中だったこともあり、傍聴者を受け入れないで実施した。 

本日１名の傍聴申請があった。 

 

（２） 第２次坂戸市農業振興ビジョン（素案）について 

○「坂戸市農業振興ビジョン（素案）」について、事務局から説

明。 

○資料 第２回「坂戸市農業振興推進協議会」及び第２次坂戸市農

業振興ビジョン（素案）に基づき説明。 

○今回、農業振興ビジョンの素案が初めて示された。基本理念を

変更する提案があるが、前回のビジョンでは「食と健康を届け

る活力ある農業の確立」で、今回の案は「市民に愛され、応援

される持続可能な農業の確立」となっている。皆さんのご意見

はいかがか。 

○農業者が減少していく中で、多様な担い手を確保していくため

の一つの考え方だと思う。これだけ人口がいるのだから、皆に

愛していただき、なおかつもうかる農業につなげるという基本

理念には賛同する。 

○従来の基本理念は中身がよくわからなかった。今回提示された

基本理念にはいい印象を持っている。今までよりも、市民を中

心として農業者にも何かやってくれるだろうと期待する。 

○基本理念には、市民にも農業に対する興味を持ってもらうとい

うことだと思う。もっと畑をやりたいがやれる場所がないとい

う人や、親が農家で子どもの頃から農業を見ているという人も

いるだろう。市民農園から定年後の生きがいに、もっていくの

もいいと思われる。したがって、この基本理念はいいと思う。 
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発 言 者 議 題 ・ 発 言 内 容 
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○これからの農業は農業者だけでは担いきれない、市民に応援し

てもらえる農業を展開する必要がある。基本理念は「市民に愛

され、応援される持続可能な農業の確立」とする。 

○「目指す将来像」の５つの項目についてはいかがか。「もうか

る農業」という言葉は露骨すぎて、農業に似合わないと思う。

他の言葉に変えた方がいいと思う。 

○「地産地消の推進」の中で“学校給食や企業などに広く利用さ

れるよう”とあるので、ターゲットは市民と考え、「市民とと

もに育む農業」というような表現はいかがだろうか。農業者と

市民がつながっているニュアンスがいいかと思う。 

〇【目指す将来像】として「市民とともに育む農業」をあげるこ

とはマッチしていると思う。 

〇「もうかる農業」ではなく、「市民とともに育む農業の推進」

としたい。 

 

（３） 坂戸市田園環境整備マスタープラン（案）について 

○「坂戸市田園環境整備マスタープラン（案）」について、事務

局から説明。 

○資料 「坂戸市田園環境整備マスタープラン（案）」に基づき

説明。 

○ほ場整備事業について、一区画はどれくらいの面積か。 

○基本的に、三反以上を一区画としていく。 

 

４ その他 

○協議会の今後のスケジュールを説明。次回の会議は 11 月 16 日

（水）午後２時からで開催を予定している。内容は本日の意見

を反映したビジョン素案についての検討となる。 

 

５ 閉会 

 

 


